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２０２０年度 
古⺠家鑑定⼠講習マニュアル 

 

 
 

Ver1.02 2020 年 2 ⽉ 8 ⽇改定 
 
 
 
 

 
インストラクターの皆様へ 

本マニュアルは２０１９年５⽉１⽇から実施している講習試験で実施する 
内容です。試験問題は A・B 問題にて実施をお願いいたします。 

 
 

 
 
 
 

監修 内閣府認可 ⼀般財団法⼈職業技能振興会 
発⾏ ⼀般社団法⼈住まい教育推進協会 

開⽰厳禁 
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＊問題は指定教本 Chapter1、２、３、４、５、７の中より総論、伝統、在来の
分野に分かれ出題されます。総論の出題範囲は Chapter１、２、７。伝統は Chapter
３、４。在来は Chapter５となります。 
 
時間（⽬安） 内容 
 受付（講習時間には含まれません） 
５分 講習開始、挨拶⾃⼰紹介、資格の説明、試験の説明、注意

事項、建築⼠会CPD単位などを説明 
８０分 
 

総論部分 
出題範囲 
Chapter１ ４問 
Chapter２ ５問 
Chapter７ １１問 

１０分 休憩 
５０分 伝統部分 

出題範囲 
Chapter３ １７問 
Chapter４ ３問 

１０分 休憩 
３５分 在来部分 

出題範囲 
Chapter５ ２０問 

２０分 ・古⺠家鑑定⼠の責務（地域の古⺠家の情報、残さなけれ
ばならない理由などを説明） 
・全国古⺠家再⽣協会の活動、例会、全国会員⼤会、 
伝統再築⼠、伝統耐震診断⼠の資格の内容と業務内容につ
いて説明 

６０分 昼⾷休憩（⾃習） 
１０分 試験説明 
５０分 試験 ６０問（マークシート⼆者択⼀） 
５分 合格発表について説明 



 3 

試験終了⽇の翌⽉１０⽇古⺠家鑑定⼠HPにて受験番号で
合格発表が⾏われます。また財団法⼈職業技能振興会より
郵送でも通知が⾏われます。 

 
 
受付 
会場の設営 会場が空いたら座席の配置を確認。スクール形式の設営と

する。 
備品類、ホワイトボードマーカーなどが書けるかを確認。 
案内表⽰に間違いがないか確認。案内表⽰は「古⺠家鑑定
⼠講習試験」と表⽰のこと。 
 
ホワイトボードなどに受験番号で座る位置を記載する。 
 
また、配布資料（全国古⺠家再⽣協会の⼊会や例会の案内
など）がある場合には机に配布しておく。 
 
スケジュールの記載 
ホワイトボードに受付時間、講習時間、⾃習時間、試験説
明開始時間、試験時間を記載。 

受付 講習者名簿に従い、受講者の受験票の提⽰を依頼し、出席
の確認を⾏う。出席は試験開始前にも再度実施する。 

教本の確認 教本が最新のものか確認 
「古⺠家の調査と再築」 
平成３１年４⽉１０⽇ 発刊が最新となります。 

講師としての⼼構え 受講者に対し地域の先⽣として認められるように節度をも
った丁寧な対応を⼼がける。 
 
また服装も講師としてふさわしい清潔感のある服装を⼼が
ける。（作業服、ジーパンは不可） 
 
インストラクター認定書をホワイトボードや教室前⾯のよ
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く⾒える場所に掲⽰する。 
 
教室後⽅などに机を何台か並べジャパトラや古⺠家鑑定チ
ラシ、全国古⺠家再⽣協会の案内などを並べて講習開始前、
休憩時間等に受講者が閲覧できるようにする。試験終了後
に説明しながら受講者に興味を持ってもらう。 
 
受講者と名刺交換を⾏い、講習開始前までに職種や経験、
資格取得を⽬指した理由、認知経路などの情報を⼊⼿し講
習内容に反映させる。 

 
 
講習開始（約５分程度） 
講習開始の宣⾔ ただ今より、内閣府認可⼀般財団法⼈職業技能振興会認定

資格「古⺠家鑑定⼠」の講習並びに試験を開始します。 
 

⾃⼰紹介 本⽇講習を致します私は、職業技能振興会より講習試験の
委託を受けております（古⺠家再⽣協会名）の古⺠家鑑定
⼠インストラクターの（⽒名）です。よろしく御願い致し
ます。 

資格の説明 古⺠家鑑定⼠は平成２１年に創設された、古⺠家を次世代
に継承していくために古⺠家に新たな価値の創造を地域で
⾏っていく資格者です。昨年度は１３００名を超える⽅が
が合格しています。試験に合格し古⺠家鑑定⼠と認定され
れば古⺠家の現状のコンディションを調査するインスペク
ション業務「古⺠家鑑定」が実施できます。古⺠家鑑定を
⾏うことで例えば固定資産税の評価では価値のつかない古
⺠家に⽂化的価値により価格評価が⾏われます。解体を計
画していた古⺠家を再⽣可能であれば再⽣する（古⺠家を
再⽣することを再築（さいちく）という）、所有者で維持が
難しい場合には流通をさせ古⺠家を存続させる提案を⾏う
ことができます。 
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また、古⺠家鑑定⼠の資格者で構成される⼀般社団法⼈全
国古⺠家再⽣協会はインスペクター講習団体でもあったた
めに、⻑野県などでは古⺠家鑑定において県の補助⾦が受
けれ（古⺠家鑑定⾦額税別１０万円の半額が補助）、平成２
８年度の⻑期優良住宅化リフォーム推進事業でも古⺠家鑑
定がインスペクション項⽬として認められ補助⾦が受けら
れます。またリフォーム登録団体として認可いただいてお
り古⺠家鑑定からリフォームへとなる物件も数多くありま
す。 
 
未来の⼦どもたちへ⽇本の住⽂化を継承する使命を皆様は
もっています。本講習をしっかりと受講いただき合格を⽬
指して頑張って下さい。 

試験内容について 試験は５０分間でマークシートにて６０問出題されます。
試験問題は総論と題される部分より２０問、伝統が２０問、
在来が２０問とわかれており、３科⽬とも合格点に達して
いれば古⺠家鑑定⼠⼀級と認定され、総論と伝統が合格で
在来が合格点に達していない場合には古⺠家鑑定⼠⼆級
（伝統）と認定されます。総論が合格点に達していない場
合には不合格となります。 
 
また古⺠家鑑定⼠は３年毎の更新が必要な資格です。更新
は５⽉と１１⽉に６０分間の更新講習を受講し認定費⽤を
⽀払うことで更新できます。試験は不要です。更新対象者
の⽅には職業技能振興会より通知が参ります。５⽉と１１
⽉各地域の⼀般社団法⼈古⺠家再⽣協会で開催の更新講習
を受講ください。 

講習の進め⽅ 講習時間は休憩を含めて３時間半となります。講習は試験
に持ち込みが可能な「古⺠家の調査と再築」を⽤いて⾏い
ます。 
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休憩時間については教本のキリのいい部分で１時間に１０
分程度取ります。 
 
Chapter1、２、３、４、５、７の中より総論、伝統、在来
の分野に分かれ出題されます。総論の出題範囲は Chapter
１、２、７。伝統は Chapter３、４。在来は Chapter５と
なります。講習は教本の頭から順に⾳読と解説を⼊れて説
明をしていきます。受講者は付箋やアンダーライン、コメ
ント等を教本に書き込んでください。主な出題範囲は以下
となります。 
 
総論（主に古⺠家（伝統構法）の特徴、伝統構法と在来⼯
法の違い、古⺠家（伝統構法）の歴史、種類、持続可能な
社会について、地球環境問題について） 
出題範囲 
Chapter１ ４問 
Chapter２ ５問 
Chapter７ １１問 
 
伝統（古⺠家（伝統構法）の各部位の説明、古⺠家鑑定の
流れについて） 
出題範囲 
Chapter３ １７問 
Chapter４ ３問 
 
在来（在来⼯法の各部位の説明、検査⽅法について） 
＊建築基準法は削除されました。 
 
出題範囲 
Chapter５ ２０問 
 
余った時間で全国古⺠家再⽣協会の活動内容、会員組織に
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ついて、例会や実技講習会についてお話しください 
 

講習中の注意事項 講習中、携帯電話は電源を切るかマナーモードでお願いし
ます。途中で中座する場合には挙⼿をして講師の了承のも
とに退席し、できる限り速やかにお戻りください。お⼿洗
いは休憩時間にお済ませいただきますようご協⼒くださ
い。 
 
私語は他の⽅に迷惑となりますので禁⽌いたします。質問
に関しては、基本的には受け付けない 
 
講習中の飲⾷は基本的に禁⽌（会場の規約を確認） 
ただし飲み物は取っても可とする（会場の規約を確認） 
 

建築⼠会 CPD 単位
の説明 

本講習は建築⼠会事務所協会認定の CPD 単位取得講習で
す。CPD 単位を申請される⽅は⽤紙をこちらの机の上に置
いておきますので休憩時間等に記載をしてください。 
なお単位数は３単位となります。⽉末にまとめて単位申請
をおこなっており単位が認定されるまでに２ヶ⽉程度はか
かりますのでご了承ください。 

 
学習の⽬的 
総論 （８０分間 時間については⽬安となる時間です。⾳読で教本を普通のス
ピードで読んだ場合の時間を元に少し解説も加えられる時間で設定しています
ので⽬安としてお考えください） 
 
□古⺠家とはなにか過去の⽂献から特徴を学ぶ 
□在来⼯法と伝統構法の違いを理解する 
□在来⼯法と伝統構法の耐震性の違いを理解する 
□廃棄物について学ぶ 
□伝建地区や重要⽂化財など古⺠家を保存する枠組みについて学ぶ 
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□⽇本の現在の住宅寿命の短命さと欧⽶に⽐べて中古住宅市場の形成ができて
いないことを理解する 
□古⺠家の残棟数を知り、減少傾向であることを理解する 
□⽇本が森林国であることを知る 
□古⺠家鑑定のメリット、評価項⽬、鑑定価格などについて理解する 
 
総論 ＊総論部分は重要な部分のため時間を多く割いています 
Chapter ページ数 ⾏数 説明のポイント 
C―１ 
 
４問 

P７ 
 

７⾏⽬〜 
１５⾏⽬ 

POINT部分の⿊丸を説明 

１９⾏⽬〜 
３１⾏⽬ 

陰影礼賛の⼀部を朗読 

P8 
 

８⾏⽬〜 
１０⾏⽬ 

陰影礼賛の作者、掲載年代、内容を
読みあげる 

P8 
 

２６⾏⽬〜 
２９⾏⽬ 

屏⾵が⾦箔張りで派⼿な理由は外
部の光を反射するリフレクターの
役割があるため。暗い室内を改善し
ようとした先⼈の知恵、障⼦も光を
拡散して室内全体を明るくさせる
⼯夫である 

P9 
 

９⾏⽬〜 
２５⾏⽬ 

徒然草の原⽂を読み上げ、現代語訳
での説明をおこなう 

P10 １⾏⽬中程〜
１０⾏⽬ 

普請とは、広く〜 
・建築⼯事は昔は普請といい、地域
にとっては公共⼯事であった 
・地域扶助の考え⽅「結」の解説（P79
に詳しい解説あり） 

２−１ 
 
５問 

P13 １６⾏⽬〜 
２１⾏⽬ 
 
２６⾏⽬〜 
２９⾏⽬ 

地球温暖化の原因は⼆酸化炭素な
どの温室効果ガス 
 
IPCC の内容 
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２−２ P16 １６⾏⽬〜 
２０⾏⽬ 

世界の森林⾯積、各国の国⼟に占め
る森林割合 

P17 １５⾏⽬〜 
２２⾏⽬ 

⽇本は世界第３位の森林国 
 

２−３ P18 ２４⾏⽬〜 
２８⾏⽬ 

⼀般廃棄物と産業廃棄物の違い 

２−６ P24 Point 伝統的建造物群保存地区の説明 
２−７ P27 １８⾏⽬〜 

２１⾏⽬ 
重要⽂化財の修理や課税に関して 

２−８ 
 

P29 １６⾏⽬〜 
P30 ４⾏⽬ 

古⺠家の残棟数 空き家の割合 

２−９ P32 Point 住教育、インスペクション、かし保
険について 

７−１ 
 
１１問 

P313 Point インスペクションの意味 
P315 ２７⾏⽬〜 

３２⾏⽬ 
宅建業法改正による売買時のイン
スペクションの推奨、古⺠家におい
ては伝統的構法による⽊造家屋状
況調査技術者講習を開催 

P318 表 シルバー⼈材センターによる⽊造
空き家簡易鑑定から始まるインス
ペクション３点セットの実施の説
明 

７−３ 
 

P319 Point 古⺠家鑑定とは何か 
２３⾏⽬〜 
３１⾏⽬ 

古⺠家鑑定のメリットを説明 

P320 表 古⺠家鑑定実施の流れ 
お客様確認書  
⼀般は⽀部からもらう 
事業者会員は購⼊可能 

P322 １⾏⽬〜 
 
１２⾏⽬ 

鑑定結果の６項⽬を説明。現状のま
ま維持可能が最も良い結果となる 
古⺠家鑑定書の価格は不動産鑑定
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書の価格ではなく古⺠家リユース
のため定めた独⾃の価格である 

７−４ 
 
 
 

P321 Point 
２９⾏⽬〜 
３１⾏⽬ 

評価項⽬は８⾓形のレーダーチャ
ートで１００点満点の減点法で評
価 

 P322 ７−４−１ 
評価項⽬ 

評価項⽬を簡潔に説明 

７−７ P353 Point 伝統的構法による⽊造建築物状況
調査技術者について説明（要 状況
調査技術者資格を持つ建築⼠） 

７−９ P366 １８⾏⽬〜 
３３⾏⽬ 

古材の強度 

７−１０ P370 Point 古材に含まれる炭素量 
⽊材を燃やすと⼆酸化炭素が発⽣
する＝古⺠家、古材は再活⽤するこ
とで地球環境にいい 

７−１２ P378 Point 古材鑑定について簡単に説明 
７−１４ P419 Point 

 
⽊造空き家簡易鑑定⼠について説
明 

７−１５ P423 Point 伝統耐震について説明 
７−１６  Point 古⺠家床下インスペクションにつ

いて説明 
８−２ P432  新⺠家プランナーについての説明 
８−４ P460  伝統再築⼠について簡単に説明 
８−８ P534  住教育について簡単に説明 
 
令和元年８⽉からは古⺠家鑑定、床下、伝統耐震の３つの調査を合わせて３０万
（税別）とする。 
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伝統 （５０分間） 
□伝統構法と在来⼯法の間取りの考え⽅、ライフスタイルの違いを理解する 
□古⺠家の⽤途別の違い（農家、町家、武家）を理解しそれぞれの特徴を知る 
□伝統構法の夏を快適に過ごす⼯夫を知る 
□伝統構法の特徴的な部位について理解を深める 
 
３−１ 
 
（１７問） 

P39 Point 古⺠家の定義 
P41 ４⾏⽬〜 

１４⾏⽬ 
登録有形⽂化財制度 
古⺠家の定義となった築 50 年の説
明 

P43 表 伝統構法のデメリット＝改善すれ
ば快適な住まいになる 

３−３ P48 １⾏⽬〜 伝統構法の特徴１から４を説明 
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１１⾏⽬ 
３−５ P54 Point 伝統構法＝免震的 

在来⼯法＝耐震的構造 
地震発⽣時の挙動も説明 
伝統構法＝⼤きくゆっくり揺れる 
在来⼯法＝⼩刻みに⼩さく揺れる 

３−６ P56 ２０⾏⽬ 表 在来と伝統の違いについて 
個⼈主義、家⻑主義 

P57 ２１⾏⽬ 表 間取り 在来＝壁量が多いので閉
鎖的、伝統＝壁がないので開放的 

２７⾏⽬ 表 就寝の分離と⼀体の違い（在来は戦
後のアメリカ⽂化の考え⽅で間取
りが作られている） 

３−７ P56 Point 竪⽳式住居から続く住まいの変遷 
竪⽳式住居は屋根だけで壁のない
構造 

３−８ P62 ２２⾏⽬ 表 江⼾時代の古⺠家の種類 
職住⼀体の住まい 

P63 １５⾏⽬〜 
２６⾏⽬ 

庄屋屋敷と農家住宅の違い 

３−９ P64 ２０⾏⽬ 図 ⽥の字の間取りの説明 
⼤⿊柱の説明 

３−１０ P67 ２７⾏⽬〜 
P68 ４⾏⽬ 

町家の特徴 防⽕構造 
平⼊り、うなぎの寝床、逗⼦⼆階 

３−１１ P72 Point 武家屋敷書院造から数寄屋への発
展 

３−１３ P77 Point ハレとケ ハレとは冠婚葬祭 
３−１８ P90 ２２⾏⽬〜 

P91 １６⾏⽬ 
古材の強度 

４−１ P103 １９⾏⽬〜 
２２⾏⽬ 

光付けの説明 

４−８ P120  囲炉裏と竃の説明 
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４−２３ P189 ５⾏⽬ 表 床の間の真⾏草の説明 
床の間の造りを⾒れば建物が書院
造か数寄屋造りかがわかる 

 
 
在来 （約３５分間） 
 
□在来⼯法の特徴について伝統構法との違いを含めて理解を深める 
□在来⼯法の各部位についてポイントを抜粋して学ぶ 
□⽔回り設備、排⽔、電気設備、⽕災報知器についても理解する 
□在来⼯法の点検部位、サイクル、メンテナンスのサイクルについて理解する 
 
５−１ 
 

P229 １６⾏⽬〜 
P230 １０⾏⽬表組
まで 

伝統構法から派⽣した⽊造軸組構
造、昭和５６年の新耐震基準により
耐震性の評価が分かれる 
 
・基礎と通し柱の連結＝ホールダウ
ン⾦物 
・仕⼝と継⼿に⾦物を併⽤ 
・横架材間に斜材を⼊れることで耐
震的構造となる 
・ 壁量計算 
・ ⽕打ち 

５−２-1 P231 １９⾏⽬〜 
P232 １９⾏⽬ 

基礎の種類 
凍結震度より低く底⾯を設ける 
布基礎 現在は鉄筋、フーチングつ
きだが昭和25年当時は鉄筋なし、フ
ーチングなし 

５−２−２ P232 ２０⾏⽬〜 
３１⾏⽬ 

換気⼝のピッチについて 

５−２-４ P237 ２１⾏⽬ 床束の説明 
５-２-６ P241 ３⾏⽬〜 ⼤壁、真壁、併⽤壁の説明 
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１８⾏⽬ 
５−２−７ P242 ３⾏⽬〜 

１０⾏⽬ 
乾式⼯法＝クロス 
湿式⼯法＝左官塗り壁の違い 

５-２−９ P251 １０⾏⽬〜 
１６⾏⽬ 

天井の説明 

５-２−１０ P254 １５⾏⽬〜 
P255 ２６⾏⽬ 

和⼩屋  
折置組＝伝統構法 
京呂組＝在来⼯法の説明 
洋⼩屋＝トラスの説明 

５−２−１
２ 

P258 ２９⾏⽬〜 
P259 ４⾏⽬ 

システムキッチンの説明 
 

P260 １⾏⽬〜１９⾏⽬ ユニットバスの説明 
５−２−１
６ 

P266 ３０⾏⽬〜 
P267 ５⾏⽬ 

⽕災報知器の説明 

５−３ P273 表組 各部位の⼀般的な点検のサイクル
と、部材の交換が必要となるサイク
ルについて説明 
＊あくまで⼀般的な例であり、⽴地
や⽅⾓、その他要因で変わってくる
が、古⺠家鑑定書ではこのスケジュ
ールを元に予防保全計画を⽴てて
依頼者に提案している 

 
 
 
最後に 
講習では含まれない話を２０分程度話してあげてください。 
 
 
 
 
古⺠家鑑定⼠とはどう⾔う資格か… 
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古⺠家鑑定⼠は古⺠家の現状を調査する古⺠家鑑定の実施者であり、古⺠家鑑定
を実施することで、解体するか再⽣するか判断に迷っているユーザーに古⺠家の
⽂化的価値、⻑期耐⽤可能な循環型建築物としての価値を説明し、古⺠家をでき
るだけ残せるように提案をする責務がある。 
 
古⺠家に使われる⾻組み、⽊材は経年変化により強度を増す優れた資材であり、
⽇本の⾵⼟にあった建築⼯法は省エネルギーで暮らすことができ、また⻑期間使
⽤できる⼯法と間取りなどの考え⽅は地球環境の保全にもつながっていく。 
 
資格者はそれを消費者に伝えていく必要がある。 
 
そして、資格者をフォローする役割を講師は担っています。毎⽉例会を開催し、
最新の情報と取り組みべき事業の説明をし、そして資格者のスキルの向上のため
に学習プログラムの開催と実技講習会、地区会員⼤会や全国会員⼤会などを実施
し情報交換ができる組織があることを周知してください。 
 
リフォーム登録団体 全国古⺠家再⽣協会について 
 
⽀部への⼊会申し込み（⼀般会員と事業者会員の違い） 
例会の案内、全国会員⼤会の案内 
古⺠家フォト甲⼦園や再築⼤賞、ジャパトラなどの配布をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資格の種類について 
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古⺠家の調査と再築にて受験できる各種資格のご案内。 

⼀般財団法⼈職業技能振興会認定資格 
資格名 受験資格 講習費⽤ 難易度

（☆が
多いほ
ど難し
い） 

 
古⺠家鑑定⼠ 
CPD ３ 単 位 認 定 講
習 

古⺠家に興味のある
２０歳以上の⽅なら
どなたでも取得可能 
 
＊３年ごとに更新が
必要。 

 
講習 試験 
14,000円 9,000円 

合計 23,000円 
＊試験だけの受験も可能 

☆☆ 

 
伝統資財施⼯⼠ 
CPD ４ 単 位 認 定 講
習 

古⺠家鑑定⼠（1 級）
資格を保有し、さら
にいずれかの資格を
保有するもの。⼀級
建築⼠、⼆級建築⼠、
⽊造建築⼠、建設機
械施⼯技⼠（⼀級・
⼆級）、⼟⽊施⼯管理
技⼠（⼀級・⼆級）、  
建 築 施⼯管理 技 ⼠
（⼀級・⼆級） 

 
講習試験費⽤ 
49,000円 

☆☆☆ 

CPD 単位とは、建築⼠会が実施する単位制度で、建築⼠が知識の習得の証しとし
て 単 位 に 表し て消費者 に公開 す る継続能⼒開 発 （Continuing Professional 
Development）制度。１年間に取得するＣＰＤ単位は、１２単位（１単位１時間）
以上を推奨単位としています。 
＊伝統資財施⼯⼠は現在新規資格受講者の募集を⼀時停⽌しています。 
各資格の内容 
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古⺠家鑑定⼠ 築５０年以上の⽊造住宅について、現在のコンディションを調査
するインスペクション業務をおこなうための資格。試験結果により古⺠家鑑定⼠
１級、古⺠家鑑定⼠２級（伝統）。古⺠家鑑定⼠２級（在来）の資格になる（半
年の間に再受験し進級が可能）。試験は総論、伝統構法、在来⼯法の 3 部⾨から
各３０問出題。 
 
講習時間 ３時間半 試験時間 ５０分 ６０問（マークシート） 

 
古⺠家鑑定⼠資格は合格した範囲によって 1級、2級（伝統）、2級（在来）に分
かれます。 

結果 総論 ２０問 伝統 ２０問 在来 ２０問 

古⺠家鑑定⼠１級 ○ ○ ○ 

古⺠家鑑定⼠ 2級（伝統） ○ ○ × 

古⺠家鑑定⼠ 2級（在来） ○ × ○ 

不合格 ○ × × 

不合格 × ○×に関わらず ○×に関わらず 

資格者はユーザーからの依頼に基づき古⺠家鑑定書の調査を実施する 
古⺠家鑑定費⽤ １０万円（消費税別途）資格認定は⼀般財団法⼈職業技能振興
会がおこなうが、古⺠家鑑定書は⼀般社団法⼈住まい教育推進協会がデータ作成
をおこない、各県の⼀般社団法⼈全国古⺠家再⽣協会⽀部である⼀般社団法⼈古
⺠家再⽣協会が発⾏する。古⺠家鑑定書の発⾏に際しては⼀般社団法⼈全国古⺠
家再⽣協会の会員となっておく必要がある。 
 

内閣府認可 ⼀般財団法⼈職業技能振興会 理事⻑ 兵頭 ⼤輔 
〒151-0051 東京都渋⾕区千駄ヶ⾕５−１６−６パレ・ジュノ３階 

TEL 03-3353-9181 FAX 03-3353-9182 
 

⼀般社団法⼈住まい教育推進協会認定資格 
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資格名 受験資格 講習試験費
⽤ 

難易度（☆が多
いほど難しい） 

新⺠家プランナー 
CPD２単位認 定講
習 

18歳以上の⽅で、本
当の⻑期活⽤できる
住宅づくりを⽬指す
建築業に従事されて
いる⽅、建設関係に
就職を考えている⽅ 

19,000円 ☆ 

古⺠家簡易鑑定・古
材鑑定⼠ 

CPD２単位認定講
習 

古材や古⺠家に興味
のある１８歳以上の
⽅ならどなたでも取
得可能 
＊３年ごとに更新が
必要。 

30,000円 ☆ 

伝統再築⼠ 
CPD３単位認定講

習 

⼀級建築⼠、⼆級建
築⼠、⽊造建築⼠資
格保有者 

38,000円 ☆☆☆ 

各資格の内容 

 
新⺠家プランナー 現在ブームである「古⺠家」も建築当時は新築であった。新
⺠家プランナーとは、これから建築して将来古⺠家となる住宅を「新⺠家」と位
置付け、⻑期耐久性を持つ住宅はどのようにすればいいのかを古⺠家から学び考
え提案する資格。 
講習時間 ２時間 終了考査 ２０分 講習に関する問題 

 
古⺠家簡易鑑定・古材鑑定⼠ ⻑年住み続けた古⺠家の価値を専⾨的⽴場より構
造部分を調査して評価する。⼯務店、設計事務所の⽅は専⾨職として、お客様と
出逢うきっかけに。解体業を営まれる⽅は捨てられる古材に付加価値を付け他社
と差別化ができる。資格者は消費者からの依頼で古⺠家簡易鑑定（古材鑑定）の
評価を⾏う古材鑑定が実施できる。 
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資格者は消費者からの依頼に基づき古材鑑定を実施する。調査データを⼀般社団
法⼈住まい教育推進協会へ提出し古材鑑定書を作成。 
消費者から資格者が受け取る調査費⽤ ３万円（消費税別途） 
 
＊ 古⺠家簡易鑑定・古材鑑定⼠は空き家調査の⼿法としてシルバー⼈材センタ

ーと連携し、⽊造空き家簡易鑑定⼠という資格名でシルバー⼈材センター登
録者にも講習を実施しており現在２０００名の資格者を輩出しています。 

 
講習時間 ２時間 終了考査 ２０分 ２０問⼆者択⼀式 
 
伝統再築⼠ 再築基準検討委員会の答申に基づいて策定された再築ガイド
ラインに基づき、次世代に引き継ぎたい⽂化的価値の⾼い伝統的な⽊造建
造物を残すための専⾨の知識を有する者を育成することを⽬的とした建築
⼠向けの資格制度。古⺠家の事業を始めたい⽅、古⺠家を残す取り組みを
したいという⽅、古⺠家を扱いたい建築⼠の⽅にオススメ。 
 
講習時間 ２時間３０分 試験時間 ４０分 ３０問 
 
⼀般社団法⼈住まい教育推進協会は平成１８年施⾏の住⽣活基本法に書かれて
いる良好な居住環境の形成を推し進めるために消費者の学びの場「住育（じゅう
いく）」の提供や、古⺠家から学ぶ循環型建築、⻑期耐⽤住宅の普及促進のため
に様々な認定資格を創設している。 
 

⼀般社団法⼈住まい教育推進協会 
〒107-0061 東京都港区北⻘⼭2-7-26  
TEL 03-6890-0989 FAX 03-6856-4414 

 
 
 
 
⼀般社団法⼈全国古⺠家再⽣協会 
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資格名 受験資格 講習試験費
⽤ 

難易度（☆が多
いほど難しい） 

伝統的構法による⽊
造建築物状況調査技

術者 
 

既存住宅状況調査技
術者を持つもの 
 

25,000円 
 

☆☆ 

 
伝統的構法による⽊造建築物状況調査技術者 
⼀般社団法⼈全国古⺠家再⽣協会が国⼟交通省へ届け出をし、⼀般社団法⼈⽇本
伝統再築⼠会が実施している伝統構法の状況調査をおこなうための講習試験で
ある。建築⼠で既存住宅状況調査技術者講習に合格したものが受講でき、試験に
合格すると既存住宅状況調査の実施並びに既存住宅売買瑕疵保険付保時に通常
必要となるに現場検査を省略することができる。これは、既存住宅状況調査の結
果、必要な部位が調査され、劣化事象等がないなど⼀定の条件を満たす場合には、
既存住宅売買瑕疵保険（個⼈間売買タイプ 検査事業者コース）における住宅瑕
疵担保責任保険法⼈の現場検査を省略できるため。 
 
 
 
講習時間 ２時間 試験時間 ３０分 ２０問 
 
資格認定は⼀般社団法⼈全国古⺠家再⽣協会でおこなうが講習は⼀般社団法⼈
⽇本伝統再築⼠会が開催する。 
 

⼀般社団法⼈全国古⺠家再⽣協会 
運営事務局 ⼀般社団法⼈⽇本伝統再築⼠会 
〒107-0061 東京都港区北⻘⼭ 2-7-26 
TEL.03-6890-6912  FAX.03-6856-4414 

 
 

専⽤教本で取得可能な資格 
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⼀般社団法⼈住まい教育推進協会認定資格 
資格名 受験資格 講習試験費

⽤ 
難易度（☆が多
いほど難しい） 

古⺠家床下診断⼠ 
 

古⺠家鑑定⼠ 1級・2
級（伝統）・2級（在
来）のいずれかを取
得している 

30,000円 
別途テキス
ト 2,700円

が必要 

☆☆ 

 
古⺠家床下診断⼠ 
腐朽やシロアリなどを始めとした害⾍等、床下診断をおこなうスペシャリスト。
伝統構法の古⺠家を対象とし⼀般財団法⼈職業技能振興会認定の古⺠家鑑定⼠
が実施する古⺠家鑑定調査と連携し、シロアリ等の有無や侵⾷を診断し、床下環
境改善のために床下診断ロボットなどを活⽤し古⺠家の床下を⾒守る。資格認定
は⼀般社団法⼈住まい教育推進協会が認定し、床下インスペクション調査票は下
記全国床下インスペクション協会が発⾏する。 
 
資格者は消費者からの依頼に基づき古⺠家床下インスペクション調査を実施す
る。３万円（消費税別途）古⺠家床下インスペクション調査は毎年の調査を推奨 
 
講習時間 ２時間３０分 試験時間 ４０分 ３０問 
 
資格認定は⼀般社団法⼈住まい教育推進協会でおこなうが古⺠家床下インスペ
クション調査報告書は下記全国床下インスペクション協会が発⾏する。 
 

全国床下インスペクション協会 
運営事務局 株式会社アステティックスジャパン 
〒791-8057 愛媛県松⼭市⼤可賀2丁⽬1番28号  

愛媛国際貿易センターE201号室 
TEL 089-967-7765 FAX 089-967-7787 

⼀般社団法⼈伝統構法耐震評価機構認定資格 
資格名 受験資格 講 習 試 験費 難易度（☆が多
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⽤ いほど難しい） 
伝統耐震診断⼠ 

 
⼀級建築⼠、⼆級建
築⼠、で伝統再築⼠
の資格を有している 

座学講習試
験 85,000円 

 
合格後実技
講習への参
加で認定 
実技費⽤
65,000円 

☆☆☆ 

 
伝統耐震診断⼠ 
古⺠家は建築当時は伝統的建物の構造形式で建てられるが、増築時に在来⼯法で
建築された混構造となっている場合が多い。伝統的建物は免震的構造、在来⼯法
は耐震的構造のものであり地震時の挙動に異なる点が多く、耐震改修をおこなう
際には注意が必要である。本資格で構造の違いと、判断⽅法、古⺠家の耐震呼び
診断法を学び、さらに耐震改修が必要な場合の時刻歴応答解析法などを学び、古
⺠家耐震パネル型⾯格⼦壁と制震ダンパーを活⽤した耐震改修を実施できる知
識を習得する。 
 
資格者は消費者からの依頼に基づき古⺠家耐震予備調査（古⺠家動的耐震診断）
を実施する。１２万円（消費税別途） 
 
講習時間 座学 講習試験 １⽇ 

実技講習 １⽇ 
 
資格認定並びに調査報告書発⾏元 

⼀般社団法⼈伝統構法耐震評価機構 
〒107-0061 東京都港区北⻘⼭2-7-26 
TEL 03-6890-0983 FAX 03-6862-5118 
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      �#�"
; 

 

Q17  ÑƎČɊć(ȝ�&
�!ñǋ)LyItzZ(óÖ)IsVI(ŪƩ"µ 

Ś�<��ǫƁƒ(ǈóĩ!ñǋ(óÖ)ǽŮ#Ȋċ>ȢŸ�µć�;ơ 

 

Q18  ÑƎČɊć(ȝ�&
�!�ɐ ªșƻ)�İ(nyX\yQ&��;ȪƸ 

>Ƕ	;(&ÌǶ#%;ŅɆ"�:�ƨŕ�ɩ�1$LQZ���9%� 

 

Q19  ÑƎČɊćŧ&)�(ĩƮ>ȗ��%�"®ƔƸ�;�#"¹Ɯ"
;�ɂ 

ÆƧǤɄ>f\(Ŭōǝ"ȍǌ�!�; 

 

Q20  ÑƎČɊćŧ)ȻË(teEzmĖƉ>Ȣ0!Țȱ�;���<)ČƉŧ#) 

Ș=%� 
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�ǫ 

 

Q21  ÑƎČ(ćǴ#)ǟ 50 Ğ�|ǨȻ��ŬȸȯǧƁƒ(ŬȸČĕ(�#"�:� 

�(�&)Wz`BeEzƁƒ)Û2<%� 

 

Q22  ÑƎČ(ćǴ#%��ǟ 60Ğ#)ƿɉŪĮŘÆȧ¸Ħ(ƿɉñƟ&Ö=�� 

6(" 

 

Q23  ÑƎČ(ntVZ)åĄ(ǐ:ú=:>ĺ��Ǿƪ#«ƶ"
;ɍŒǁ%ǖɎ 

"�; 

 

Q24� �ǫƁƒ(Ưĳ#�!þɫŷ(ăí��; 

 

Q25  �ǫƁƒ#íŰĘƒ>ƌȰ��óÖ�ǫƁƒ(Ŝ�ƏĎĶ�ɩ� 

 

Q26� íŰĘƒ)ČŞ(çƄ�"
;tcyJ%$>Ƀȕ��ɎÎ:"�;���ǫ 

Ɓƒ)�Ĩ}Ī(gsB`Oz>Ƀȕ��ɎÎ:"�; 

 

Q27� ňǗŷĩƮ#)ª!(ŷ>îɟ&ï5�Ɓȸ(ĩƮ"�; 

 

Q28� ÑƎČ(Ƹȶ¶(Ǔɥ#�!)�ǹſ¶&ȲČ�ą�ɪČ�ƺČ7áČ#ƈČ 

      ĕŗ��ĕŗ%$&²ɥ�<; 

 

Q29� Ģĕĕŗ)Ǆ÷&Ƶȇ
(Č�ý����<)
ĉƂ"�;ƈø&ĀǍ�%� 

8�&Ȝ�<�6("�; 

 

Q30� ƺČ(Ưĳ)ý��ɐƤƁȸ"�:�Ȍȼ&ɟ��ȍɀ²)ɦ&���ƈø� 

ĭ��!ķĽ>�%�8�&Ȯ(±>ƀ¾Ǉ��!�; 

 

Q31� ƈČĕŗ)ȨŞ(ĐƋȸ:>¨&�ƛ7ĸò�ō(ó#�!ŊĉǖɎ�ɃȒ 

      ȕ�<�ĩƮ"�:ŭŰ)�ĕŗ#)¶(6(��Ʊí)ƚØ�<�ĕŗ6 

ƈČĕŗ#Þ*<!�; 

 

Q32� ÑƎČ(Ɓȸ&
�!�÷)�ǫƁƒ"ý�ŷ(ȓ	;Ǆ÷Ɓȸ�9Ǜ��� 
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� � � ©<7��ǸɞĶ(ɩ�íŰĘƒ"ý�þ÷Ɓȸ&úǐ�!
!�;("� 

ǫƁƒ(ĩƮ&)Ǜ��)%� 

 

Q33� _v#K#��Ƕ	Ŝ&
�!�ŤƊƶƔ>�;ǖɎ>_v#Þ. 

 

Q34  Ñů#)ȗ���ÑƎČ%$�9Î:±�<�®ƔƸÒǻ%Ɓȸů���Ñ 

ů)ś��ů8:ĬĦ�ɩ��5ǔƀǁ&®ƔƸ>ȹ5!��0
"�; 

 

Q35  ƃɬ 100Ğ(b^H(óÖ�ŉİǢ 200Ğİ�Ũ6ĬĦ�ɩ�%;#��ǉ 

ǕǩŴ��; 

 

Q36� ǈóĩ!#)ǈ(|&ŷ>ĩ!;Ŝƒ"�¿Ę�<�ǈ6�Ƹ�<;� 

� � � Ǿƪǈ6�(22(Įư"�Ƹ�<; 

 

Q37� èƦȏ&)Ƥ¿Ɯ>ȢŖ�;�5(Ǿíɇ�}�9<�2�èƦȏ(Ý:&) 

      6(�Ǳ�;8�&ű�æ�<;�#�ý� 

 

Q38� ģƁ	"ģ(Ɏ>Ú�!ę�9ģǼ�ģ(Ɏ�ŧɒ��.6(>ŭģ#Þ. 

 

Q39  ģƁ	"ģ(Ɏ�ģǼ�ŧɒ��;6()ŹĪ�ɩ��ģ(Ɏ��(6()ȋ 

� �   (ȸ:#6Ș=<�ȃĊ%$"8�Ƹ�9<; 

 

Q40  ģŷ�Ȗŷ(ŭƠɫȉȂ�|�"ģÿ��ǘǰÿ�"����5�Ȅ(ȸ:( 

      ŧɒȸ:�#µŚ�� 
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íŰ 

 
Q41  íŰĘƒ)�ǫƁƒ�9ƕƶ��ŬȸȯǧƁƒ"ĩǟñƟƒ&ǥ�%Ȕć� 

      �<!
:�ĠĦ�(ƒőƇ"ǸɞĶ(¡ɡ6ö�!�;��(�"6Ţß 

      ɵɶĞ(śǸɞñƟ�ǸɞĶ(ȝ�(+#�(²�<ǃ"�; 

 

Q42� íŰĘƒ(Č(Lz\z(ŷ)ɲɕ�9ɳɕ2"(ȷ�ŷ�Ƹ�9<�ñǋ& 

      @yFzkuZ"êć�<; 

 

Q43� íŰĘƒ)�Ð#ǬĿ(¿Ę"ɨǧ3�ǧ3|�:��ǫƁƒ#Ø��ŊÖɀ 

      )ɅƮ"ȐĬ�<�ɅƮ(�Ƹ�ý�1$Ɓȸ�)Ŷ9�%Ɓȸ#%; 

 

Q44� íŰĘƒ(ñǋ&
�!Ěñǋ)ĩƮȅɃ>îǂ&�	;į½��;���ɕ 

� � � ĩ!(óÖ&)ȅɃ>²Ŕ�!�	;�5&ezUyJ#Þ*<;Ĥǂ�
 

� � � (Įư(6(7hSñǋ#Þ*<;6(�ŉƸ�<; 

 

Q45� íŰĘƒ(ǸɞȐĬ#�!)ŷɎ&ř5(ɀůƤŀ�>Ƚ³&ɁǱ�!�� 

Ŝƒ�8�Ƹ�9<; 

 

Q46� íŰĘƒ(ɨǧ3)�º&Ęó"¿Ę�<�gvFVZĘƒ�ý����(n 

� � � tVZ)Ęó"(Ćć��ƶƷ#LQZTCy#Ʊó"(ħżƮ(Ń¸"� 

� � � ; 

 

Q47� íŰĘƒ(÷(Ǔɥ&
�!�þ÷)�ɟŷ(ȓ	%�Ɓȸ�Ǆ÷)ŷ(ȓ	 

� � � ;Ɓȸ"�:��Ƹ÷#)ƭ¤�Ǆ÷"6�ƭ¤�þ÷&%��÷Ɓȸ"�; 

 

Q48  ÷(�|�&
�!ƞĪĘƒ)ē%�%�!
!�;��(Ǻť)ŝĘİƆ 

(�ſ>
�%��5(���ţɎ�%$���:ţɎ���;Ęƒ��9 

"�; 

 

Q49� Ǹɞǁ%Ɓȸ#�;�5&þ÷>Ǆ÷&őȎ���

 

Q50� SBu)Ŋǅ»"÷&ȫ;("�ĪĘƒ"�:�÷ǣ)^t>��IwQ>ƞ 

9�;("ƞĪĘƒ"�;�
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Q51� íŰĘƒ(ßĒĕ&)�Üǧ3#Þ*<;6(��:�ĒĕŻ>Ï�;�5&�

Ȯź>ŵ�;�5ĒĕŻ(}&Ĵ��6ŷ�ĴȒ")%��5Ũȴ(íŰĘ�

ƒ"ý��=<;ǧ3Ŝ"�;�

 

 

Q52� Ɛæ:ț¥&
�!Óľ(HVUy)GQÓ7Ɩ�Ó�¶(6(>ǧ3Ö= 

� � � �!��RavzZĪ(6(�9Ũȴ)ÿű(xzIZVg�{ų(HVU 

yRVZ/#ú=�!
!�; 

 

Q53  ƘĊ)q]VZ`Q7OQXm`Q#Þ*<;Ęó"ƶƷ�<�6(>Ʊî 

"ǧ3Ǘ!;6(&ú=�!
!�;���<)ĲŰ(SBuȫ:(ƘĊ&ƌ 

0ŚƬĶ&À�!�;(�ɛƨ"�; 

 

Q54  ZBv)ßĪ�9ƓĪ/ú=�!
!�;�ßĪ>ƓĪZBv&ő¢�;ɗ 

ßĪZBv)Éƽ�9�(QizQ(6(6�:ɀĕǾ�(ɟǔ6þ
�� 

%�#��%�óÖ�ý� 

 

Q55  �ą(ŇƐ&
�!ɜƐ#ɚŇƐ)Ö=�!ąü/ŇƐ�!)��%� 

 

Q56� �ą(ɝƏț¥)ğǯ�ɝƏnzSz�9²ɝǂ&Ɂǯ�<�²ɝǂ(�&ț 

� � � Ǳ�<�fvzFz"ǥ��²�<!�<�<(ɀĕ&Ɂǯ�<;�²ɝǂ( 

� � � �&�;fvzFz&)čɄ(¸ɑ)%� 

 

Q57� ĝļɲɷĞɶũɲŠ(őƇƙɐƒŝȋ&8:�ą(ĔĊ7ɕƊ|&)Ƥƥò 

� � � ǆä(țǱ�ǴÅÆ�<���Ƥƥòǆä#)ƫ(3>ĺǆ�;6("�; 

 

Q58  íŰĘƒ({ȁǁ%nyX\yQ&��!�LyItzZ(ñǋ)+,½<7 

� � � ōƏÐ(Ɉ7-��:�Ȋȼ�%��%$>Ũ�"6ɲɱĞ&ɲĦ)ƨž�� 

� � � ɐȊĘ�%$6ɳɱĞ&{Ħ)Ĉŝ�0
"�; 

 

Q59  íŰĘƒ({ȁǁ%nyX\yQ&��!�ǪƐǞ7ŇƐǞ)ɳɱĞǑĦ"� 

� � � ō�ĴȒ&%;óÖ6�;�ćūǁ%ƨž)ĴȒ"�ơƐ7Ʉ�ǿ�%$>Ũ 

� � � �ɵĞ&{ĦǑ)ƨž�;ĴȒ��; 

 

Q60� ü÷(Ơã)�ǫƁƒ�9�=<!�;ɋ�ƉÔ>6��|�ů"�:�ɋū 
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� � � Ɏ�ƸÒǻ%Ǥů��½<7ƅŎ�Ɨ
7¼�<�%��ɵĞǑĦ&{Ħ)Ũ 

� � � �"6Ǌȡ�; 
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